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＊編集の都合上，変更になることがあります
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編集後記

●今号の家高氏の連載は看護研究とマーケティング研究という，縁の薄そうな 2つの領域を絡
めた論考で大変刺激的でした。続く江藤氏の連載や服部氏の特別記事を読むにつけても，看護
学という学問がいかに学際的な広がりをもっているかを感じます。マーケティング研究の中で
探究される「インサイト」と，本誌の本年増刊号で山本則子氏が述べた「発見的推論」「セレン
ディピティ」などにはきっと共通性があるのでしょう（46 巻 4 号，p.393）。どの世界でも発想の
ジャンプというのは重要な要素ですね。ジャズの領域では，各演奏者の自由な発想によってフ
リージャズが創られましたが，一聴すると単に勝手し放題でワケのわからない音楽です。が，
実は緻密な計算に基づいており，また卓越した技量に裏づけられています。跳ぶことよりも土
台が重要で，その土台づくりが難しいのですね。「見る前に跳べ」とか「考えるな，感じろ」みた
いなセリフを吐ける人はきっと，じっくり見てじっくり考えているに違いないと，むやみに跳
ぼうとして失敗する私はそのつど反省します。いつか堂々と言ってみたいです。	 （小長谷）
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パーソン・センタード・ケアの理論の現状と 
看護研究としての展望
パーソン・センタード・ケアの理念と動向　鈴木みずえ
パーソン・センタード・ケアをめざした認知症ケアマッピングの理論と		
海外の動向　水野裕
パーソン・センタード・ケアをめざした認知症ケアマッピングにおける		
研究の動向　田島明子
ケアスタッフのパーソン・センタード・ケアの意識を評価する	 	
研究の動向　内田達二
地域における認知症ケアマッピング（DCM）を用いた	 	
施設間相互評価の有効性　桑野康一
急性期病院におけるパーソン・センタード・ケアと	 	
認知症ケアマッピングの導入と展開　吉村浩美
●連載
質的研究の前提と正当性・6　家高洋
Words,words,words. 研究と言語─質的研究のために・12　江藤裕之
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